
別紙２

　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

 30 年 8 月 20 日

)

名 25 年 4 月 1 日

理念・基本方針

　　開所時間
７：００～２０：００

（通所施設のみ）

ＵＲＬ http://houyuukai.jp/publics/index/282/

施設長氏名 福島　智子

調査対応担当者 前田　京子　　　門田　千秋 （所属、職名：保育主任　　副主任

利用定員 80 開設年 平成

所在地 〒

電　話 ０４８－４２３－７６１４

FAX ０４８－４２３－７８１４

Email suwahikari@houyuukai.jp

基　本　調　査　票

本調査票の記入日： 平成

設置・運営主体
社会福祉法人　豊友会

　設置主体

　経営主体 社会福祉法人　豊友会

事業所名
諏訪ひかり保育園 種別 保育所

（施設名）

３５１－０１０２ 

埼玉県和光市諏訪２－５ 

・一人ひとりの子どもの家庭環境・発達に配慮し、ふさわしい活動の場を保障し、豊かな人間性を持った 

 子どもを育成する。 
 

・心と体の自立を促し、生きる力をつける。 

 

・保護者とのコミュニケーションを密にとり、子どもの育ちに共感しあいながら、子育て・親育ちを行う。 

 



【利用者の状況に関する事項】 　 　

【職員の状況に関する事項】

○保育所の場合

） 人

人

人

人

人

) 人

人 人

人 人

歳 （

年 （（４）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均在職年数 3.2 3.3 年）

（注）現在の保育所での在職年数。ただし、同一の運営主体(法人・自治体)内の児童福祉施設間の
異動は通算可(公営の場合には保育主管課在職期間も通算可）。小数点以下第二位を四捨五入。

（常勤換算

非常勤：

（３）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均年齢 34.8 33.1 歳）

人）

（注）常勤換算計算式　　非常勤職員：それぞれの週あたりの勤務延時間数の総数÷当該保育所の
常勤職員が勤務すべき時間数。栄養士・調理員：調理業務を委託している場合には「委託」と記
載。

（２）前年度採用・退
職の状況

採用 常勤： 5 非常勤：

退職 常勤：

その他（ 園務員 2

非常勤職員数 13 （常勤換算 3 人）

うち

保育士 9 （常勤換算 3 人）

保健師・看護師 2 （常勤換算 人）

栄養士・調理員 　 （常勤換算 人）

計 80 99 6 18 －

2
うち

保育士 19 人 保健師・看護師 1

（注）１クラスあたり平均児童数は２クラス以上ある場合に記載。非常勤保育士等については常勤換算で
計算。異年齢児クラスはその区分ごとに記載。

常勤職員数 25 人

人

栄養士・調理員 3 人 その他（ 事務

４歳児 15 18 1 18 2

５歳児 15 18 1 18 2

２歳児 15 18 1 18 3

３歳児 15 18 1 18 3

０歳児 8 12 1 12 4

○保育所の場合（通常保育）

１歳児 12 15 1 15 4

定　員 利用児童数 クラス数
１クラスあたり

平均児童数
１クラスあたり
平均保育士数



【本来事業に併設して行っている事業】

（保育所の場合）

）

 人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

20

・平成 30 年度における実習生の受け入れ数（実数）

社会福祉士

介護福祉士

その他
【保育士等】

1

　その他（事業名：

（注）実施事業には有無欄に○を付し、利用料を記載する。自主事業も含む。

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

・平成 30 年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

　地域子育て支援センター

　乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育） ○ ４０００円

　アレルギー等対応給食 ○ －

　休日保育

　障害児保育 －

　一時保育 ○ ２２００円～３６００円

事業名 実施の有無 利用料

　乳児保育 －

　延長保育 ○ １００円～６０００円

・保育補助 

・清掃、消毒、環境整備 
 



【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

【第三者評価の受審状況】

　・受審回数（前回の受審時期）

回 年度）

　貴施設（事業所）の特徴的な取り組み等について具体的にご記入ください。
（①大切にしている保育・教育の考え方や手法　②当園または当法人ならではの保育の特色として
着目してほしい活動・行事など　③その他評価実施にあたり、評価機関に知っていてほしいこと
を、自由にご記入ください）

①＊食育・体づくり・異年齢交流を３本柱に一人ひとりを大切にした保育を行っている。
  ＊「健康で生き生きと活動する子ども」「思ったことを素直に表現したり、自分のことは
    自分でする自立した子ども」
　　「思いやりの気持ちを持ち、友だち等を大切にする子ども」「見たり、聞いたり、体験
    し、よく考えいろんな事を感じ取れる子ども」を保育目標に保育を行っている。

②＊姉妹園もあるので、ひと園だけでなく合同行事を取り入れ子どもたちの経験を深めてい
    る。
　＊地域とのつながりを大切にし、近隣の農家での収穫、みそ作り体験、近隣施設との交
　　流、サークル活動やお話の会などのボランティアの受け入れ等を行っている。

（平成

（３）耐火・耐震構造
　耐火

　耐震

（４）建築（含大改築）年 平成 25 年

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどの
ような取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

238 ㎡

児童１人あたり 2.98 ㎡（計算式：園庭面積合計÷定員）

○保育所の場合

（１）建物面積
　　（保育所分）

　 561.65 ㎡

（２）園庭面積
　

児童１人あたり 7.02 ㎡（計算式：建物延べ床面積合計÷定員）

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ

・事務所に意見箱を設置し何かあれば意見を入れていただく。 

・行事、季節毎にアンケートをとりより良い保育ができるよう意見を聞き参考にしている。 

・苦情解決システム（主任を窓口に苦情を聞き、園長、第三者委員会へと解決システムを表示している。） 

・第三者評価の受審（今年度初めて受ける） 


